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鹿児島県河川砂防情報システム

鹿児島県では、県内に設置してある雨量計、水位計の観測データをリアルタイムでご覧いただくことができるWEBサイ
トを公開しています。

雨量の増加によってもたらされる氾濫には、川から水があふれたり堤防が決壊して起こる「外水氾濫」と、街中の排水が間
に合わず、地下水路などからあふれ出す「内水氾濫」の2タイプがあります。

大雨の水が
川に集まり、川
の水かさが増
し堤防を超え

る、あるいは堤防を決壊させ
て川の水が外にあふれてお
きる洪水。
氾濫が起きると一気に水

かさが増すため、最大の注意
が必要。

　その場所
に降った雨
水や、周りか
ら流れ込ん

できた水がはけきれず溜まっ
て起きる洪水。
的確なタイミングで警報

や避難指示を出すのが難し
いため、注意が必要。

http://www3.doboku-bousai.pref.kagoshima.jp/bousai/jsp/index.jsp 

氾濫水は勢いが強く、大人の膝程度の
深さで歩行が困難となる。浸水してから
自宅外への避難は危険。
気象予報や河川洪水予報などの情報

をもとに、身の危険を感じたら自主的に
避難を開始する。

周囲の状況が危険で避難場所まで移
動できない場合は、自宅や近隣の頑丈な
建物のできるだけ高い階に避難する。
移動途中であっても、危険を感じた場
合は、近隣の建物のできるだけ高い階に
退避する。

裸足、長靴は厳禁。
水中で脱げづらい紐靴などが適して

いる。また、氾濫水は濁っているため、水
面下が確認できない。長い棒などを杖替
わりとし、側溝やマンホール、障害物に
注意する。

降雨が続き不安に思っても、川や用水
路、田畑の用水は見に行かない。やむを
得ない場合は複数人で行動する。河川の
様子の確認は、自治体などのライブカメ
ラ情報を活用する。また、避難の途中も増
水した川の近くを通るのは避ける。

地下にいる場合、地上の様子が把
握しづらく、避難経路が限定される。
また、地上が冠水すると、一気に水が
流れ込んでくる場合もある。停電の可
能性も高く、脱出が困難となる。

道路や線路の下をくぐるアンダーパス
や地下道は、洪水の際、真っ先に浸水す
る。場所を把握し、迂回路を想定してお
く。

（ページ内の図表は気象庁ホームページより抜粋、編集）

氾濫の種類

避難行動のポイント、危険な場所

河川の危険水位について

洪水・浸水害
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◆　ラジオやテレビなどの気象情報に注意する。
◆　早く帰宅し、家族と連絡を取り、非常時に備える。
◆　非常時持ち出し品を準備しておく。
◆　危険な地域では、いつでも避難できるよう準備する。
◆　停電に備え、懐中電灯や携帯ラジオを用意する。
◆　浸水に備え、家財道具は高い場所へ移動する。

　県内で数年に一度しか発生しないような猛烈な短時間の大雨を
観測または解析したときに、府県気象情報の一種として発表されます。

（発表基準：鹿児島県は120mm/1時間雨量）

（平均風速：ｍ/秒）
　日本には、毎年多数の台風が接近あるいは上陸し、たびたび大きな被害をもたらしています。
　台風の接近が予測される際は、台風情報に十分注意し、被害のないように備えることが必要です。

大きさ 風速15ｍ/秒 以上の半径 最大風速

大型（大きい）

超大型(非常に大きい)

500㎞以上～800㎞未満

800㎞以上

33m/秒 以上～44m/秒未満
44m/秒 以上～54m/秒未満
54m/秒 以上

強さ

非常に強い
強い

猛烈な

（平均風速：ｍ/秒）

（1時間雨量：ｍｍ）

やや強い雨 強い雨 激しい雨 非常に激しい雨 猛烈な雨

ザーザーと降る。 どしゃ降り。 　バケツをひっくり
返したように降る。

滝のように降る。
（ゴーゴーと降り続く）

　息苦しくなるような圧迫
感がある。恐怖を感じる。

10mm以上～20mm未満 20mm以上～30mm未満 30mm以上～50mm未満 50mm以上～80mm未満 80mm以上～

やや強い風 強い風 非常に強い風 猛烈な風

　風に向かって歩きにく
くなる。傘がさせない。

　風に向かって歩けなくな
り、転倒する人も出る。高
所での作業はきわめて危険。

　何かにつかまっていないと立っていら
れない。飛来物によって負傷するおそれ
がある。

屋外での行動は極めて危険。

10m/秒以上～15m/秒未満 15m/秒以上～20m/秒未満 20m/秒以上～25m/秒未満 25m/秒以上～30m/秒未満 30m/秒以上～

集中豪雨は、限られた地域に、突発的に短時間に集中して降る豪雨で、梅雨の終わりごろによく発生します。
発生の予測は難しく、中小河川の氾濫、がけ崩れ、土石流などによる大きな被害をもたらすことがありますので気象情報に十分注意
し、万全の対策をとることが必要です。

大雨注意報・警報・特別警報の発表基準

特別警報は大規模な災害の発生が切迫していることをお知らせする警報です。

大雨注意報 大雨警報 大雨特別警報
台風や集中豪雨により数十年に一度の
降雨量となる大雨が予想され、若しくは、
数十年に一度の強度の台風や同程度の
温帯低気圧により大雨になると

予想される場合。

大雨による土砂災害や浸水害が
発生するおそれがあると
予想される場合。

大雨による重大な土砂災害や
浸水害が発生するおそれがあると

予想される場合。

●尋常でない大雨などが予想されています。
●重大な災害が起こる可能性が非常に高まっています。
●ただちに身を守るために最善を尽くしてください。

特別警報が発表されたら

大雨情報をキャッチ！ こんな時のわが家の安全対策

雨の強さと降り方

風の強さと吹き方

台　風

集中豪雨

大雨や台風はわたしたちに何度も大きな災害をもたらしています。ふだんから気象情報に十分注意し、
避難の際もみんなで協力しましょう。

風水害・台風
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